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Sosa Information

　

税
金
は
、
福
祉
・
教
育
・
道
路

整
備
な
ど
、
本
市
の
「
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
上

で
の
大
切
な
財
源
で
す
。
滞
納
す

る
と
、
補
助
金
の
受
給
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
市
が
実
施
す
る
事

業
へ
の
入
札
参
加
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

税
金
は
、
納
付
期
限
内
に
収
め

て
く
だ
さ
い
。

滞
納
処
分
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
の
財
源
確
保
と
、
期
限
内
の
納

付
を
し
た
人
・
し
な
か
っ
た
人
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納

処
分
（
財
産
の
差
し
押
さ
え
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
や
財
産
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
督
促
・
催
告
に
応
じ
な
い

滞
納
者
に
対
し
、
滞
納
処
分
の
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

◆
平
成
28
年
度
の
実
績

　

昨
年
度
実
施
し
た
財
産
の
差
し

押
さ
え
と
不
動
産
公
売
の
内
訳
は
、

次
の
通
り
で
す
。

《
差
し
押
さ
え（
計
１
０
４
件
）》

預
貯
金
…
９
件　

生
命
保
険
…
38

件　

給
与
…
５
件　

不
動
産
…
12

件　

そ
の
他
…
40
件

《
不
動
産
公
売
（
計
12
件
・
４
４

１
万
６
３
４
２
円
）》

原
野
…
１
件　

山
林
…
６
件　

田
・
畑
な
ど
…
５
件

納
税
に
関
す
る
相
談

　

市
で
は
、通
常
時
間
外
の
納
付
・

相
談
窓
口
を
市
役
所
１
階
税
務
課

で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
や
病
気
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に

よ
り
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
一
人
で
悩
ん
だ
り
、
放
置

し
た
り
せ
ず
に
早
め
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
日
曜
納
付
・
相
談
窓
口

　

毎
週
日
曜
日
の
９
時
〜
12
時

◆
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

　

毎
月
25
日
の
17
時
30
分
〜
20
時

※
25
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

場
合
は
、
次
の
平
日
に
実
施
し
ま

す
。

　
「
税
金
」
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

納
付
期
限
内
に
自
主
的
な
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
督
促
・
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
、
滞
納
処

分
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

税
金
は
暮
ら
し
を
支
え
る
財
源
で
す

○納付期限が経過した
後、翌月に督促状を発
送。督促状の発送後も
納付がない場合は、催
告書の送付や電話など
で催告を実施します。

督促・催告

納税通知書の発送

○勤務先や金融機関な
どに対して、所有する
財産を調査します。調
査は本人の承諾を必要
としません。

財産調査

○催促にも応じず連絡
もない場合、財産の差
し押さえを実施。差し
押さえがされた財産は
使用が制限されます。

財産の差し押さえ

○差し押さえた財産を、
債権取り立て・不動産
公売により換価し、市
税などへ充当します。

換価処分

滞納処分の流れ

◆給与所得控除（給与所得控除の上限額）を見直し
　国の税制度改正に伴い、給与所得控除が見直され、控除
上限額が段階的に引き下げられました（＝下表）。

《給与所得控除の上限額の改正点》

平成26年度～
28年度課税分

29年度
課税分

30年度以降
課税分

上限額が適用される
給与収入額

1,500万円 1,200万円 1,000万円

給与所得控除の
上限額

245万円 230万円 220万円

◆空き家に係る譲渡所得特別控除の特例を創設
　被相続人が居住していた家屋または家屋を除却した後の
土地（相続時から３年を経過する日の属する年の12月31日
まで）を相続人が譲渡した場合、この家屋などに係る譲渡

所得から3,000万円を特別控除する制度が創設されました。
　※28年４月１日～31年12月31日の譲渡が対象

■市・県民税が課税されない人
1均等割と所得割が課税されない人
①生活保護法による扶助者②障がい者、未成年者、寡
婦または寡夫で、28年中の所得が125万円以下の人
2均等割が課税されない人
28年中の所得が次の算式で計算した金額以下の人
28万円×（控除対象配偶者・扶養親族の数＋１）
＋16万8,000円　※配偶者・扶養親族がいない場合は28万円

3所得割が課税されない人
28年中の所得が次の算式で計算した金額以下の人
35万円×（控除対象配偶者・扶養親族の数＋１）
＋32万円　※配偶者・扶養親族がいない場合は35万円

税の改正点をお知らせします

※このページに関する問い合わせは税務課☎73－0087へ

　平成29年度（28年分所得）の市・県民税の課税対象者に対して納税通知書を６月中旬に送付します。
　これに伴い、29年度から適用された税制度の主な改正点をお知らせします。
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昨
年
は
、
41
組
の
夫
婦
に
祝
い

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
対
象
の
夫
婦

　

昭
和
42
年
９
月
１
日
〜
43
年
８

月
31
日
の
間
に
婚
姻
し
、
市
内
に

居
住
す
る
健
在
の
夫
婦

◆
締
め
切
り

　

７
月
７
日（
金
）

問
高
齢
者
支
援
課
支
援
班

☎
73
・
０
０
３
３

　

長
年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
夫
婦
の
健

康
と
幸
せ
を
祝
し
、
市
か
ら
祝
い

状
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
夫
婦
は
、
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い

た
だ
い
た
夫
婦
に
は
、
秋
に
自
宅

へ
伺
い
、
祝
い
状
と
記
念
品
と
し

て
額
縁
を
贈
呈
し
ま
す
。

結
婚
50
周
年
を
祝
福

対
象
の
夫
婦
は
ご
連
絡
を

　

市
内
の
商
工
業
者
を
対
象
に
融

資
さ
れ
た
資
金
の
利
子
を
補
給
す

る
「
創
業
資
金
利
子
補
給
金
」、
市

民
を
雇
用
し
た
場
合
に
補
助
金
を

交
付
す
る
「
雇
用
奨
励
補
助
金
」、

店
舗
の
改
装
や
賃
借
料
に
対
し
補

助
金
を
交
付
す
る
「
空
き
店
舗
活

用
支
援
事
業
補
助
金
」
の
三
つ
の

補
給
・
補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

1
創
業
資
金
利
子
補
給
金

　

市
内
で
創
業
す
る
人
が
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
ま
た
は
県
か
ら
、

創
業
に
関
す
る
融
資
を
受
け
た
場

合
、
年
１
％
の
利
子
補
給
を
３
年

間
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
例
と
し
て
、
市
商
工

会
が
実
施
す
る
「
創
業
塾
」
を
受

講
し
た
人
に
対
し
て
は
、
利
子
の

全
額
を
補
給
し
ま
す
。

※
補
給
金
は
３
０
０
０
万
円
以
下

の
融
資
が
対
象
で
す
。

2
雇
用
奨
励
補
助
金

　

従
来
、
３
０
０
０
万
円
以
上
の

投
資
を
行
い
、
事
業
所
な
ど
の
新

設
・
増
設
、
設
備
投
資
を
行
っ
た

場
合
に
、
５
年
間
の
固
定
資
産
税

の
免
除
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
加
え
て
、
市
民
を
常
用
雇
用

し
た
場
合
、
１
人
に
付
き
20
万
円

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

※
補
助
額
の
上
限
は
１
０
０
０
万

円
で
す
。

3
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業

　

補
助
金

　

市
内
の
空
き
店
舗
を
賃
借
し
て

事
業
を
行
う
人
に
対
し
、
２
年
間

で
最
大
２
０
０
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
交
付
内
訳
は
、
店

舗
改
装
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
80
万
円
）
と
、
賃
借
料
の
２
分

の
１
以
内
（
月
額
上
限
５
万
円
を

２
年
間
）で
す
。

　

事
業
の
詳
細
や
申
請
方
法
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
商
工
観
光
室

☎
73
・
０
０
８
９

期
日
…
７
月
23
日
（
日
）
八
日

市
場
ド
ー
ム
玄
関
前
に
８
時
45

分
集
合　

場
所
…
ア
ク
ア
リ
ン

ク
ち
ば
（
千
葉
市
）　

定
員
…

50
人
（
申
し
込
み
順
。
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

費
用

…
大
人
１
６
０
０
円
、
高
校
生

１
４
０
０
円
、
小
中
学
生
１
３

０
０
円
、
園
児
・
幼
児
１
０
０

０
円
、
65
歳
以
上
１
３
０
０
円

（
入
場
料
、
ス
ケ
ー
ト
靴
レ
ン
タ

ル
料
な
ど
）　

申
し
込
み
…
７

月
７
日（
金
）ま
で
に
左
記
ま
で

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
☎
73
・
０
０
９
７

参加募集 夏
の
涼
し
い
思
い
出
づ
く
り

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

教
室

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
、
毎
年
６
月
１

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
に
、
人
権

尊
重
の
大
切
さ
を
全
国
で
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
６
月
１
日
（
木
）

に
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
行
政
相
談
委
員
と
の
合
同

に
よ
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

時
間
は
10
時
〜
15
時
で
す
。

　

い
じ
め
や
家
庭
問
題
な
ど
、
人

権
に
関
す
る
問
題
や
悩
み
ご
と
を

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
課
秘
書
班
☎
73
・
０
０
８
０

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
地
域
の
商
工
業
の
活
性
化
と
雇
用
促
進
を
図
る
た

め
、
商
工
業
者
を
資
金
面
で
支
援
す
る
三
つ
の
資
金
の
補
給
・

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

資
金
の
補
給
・
補
助
制
度
を
創
設

商
工
業
の
活
性
化
に
向
け
て

《雇用奨励補助金》

《空き店舗活用支援事業補助金》

雇用された市民１人に付き
20万円を補助（上限1,000万円）

市民を常用雇用

改装費、賃借料の
1/2以内を補助

空き店舗の改装費
空き店舗の賃借料など

2

2

1

1

最大200万円
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